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根
白
坂
古
戦
場
跡 

― 

歴
史
を
訪
ね
る
旅
（
１
６
） 

 

 

下
土
橋 

渡 

 

宮
崎
市
の
中
心
市
街
地
か
ら
日
向
灘
沿
岸
に
沿

っ
て
国
道
一
〇
号
を
約
２
５
㎞
北
上
し
た
と
こ
ろ
で

左
折
し
て
山
側
へ
６
㎞
ほ
ど
入
る
と
、
宮
崎
県
児
湯

郡
木
城
町
の
中
心
地
に
至
る
。
木
城
町
は
、
東
西 

 

２
４
㎞
、
南
北
わ
ず
か
６
㎞
と
い
う
帯
状
の
土
地
に

約
４
７
０
０
人
が
暮
ら
す
町
で
あ
る
。
町
の
中
央
を

東
西
に
小
丸
川
（
高
城
川
）
が
流
れ
、
こ
れ
に
沿
っ

て
一
部
耕
地
が
開
け
て
い
る
も
の
の
、
背
後
は
急
峻

な
山
岳
地
帯
と
な
っ
て
い
て
、
土
地
の
８
４
％
が
山

林
原
野
で
あ
る
。 

こ
の
木
城
町
に
は
、
１
９
１
８
年
（
大
正
７
年
）

に
武
者
小
路
実
篤
と
そ
の
同
志
が
理
想
郷
を
目
指
し

て
開
村
し
現
在
も
２
家
族
３
人
が
暮
ら
す
「
日
向
新

し
き
村
」
や
、
日
本
の
福
祉
事
業
の
先
駆
者
で
「
孤

児
の
父
」
と
い
わ
れ
る
石
井
十
次
が
１
９
１
２
年 

 

（
明
治
４
５
年
）
に
開
設
し
た
孤
児
院
を
源
流
と
す

る
「
石
井
記
念
友
愛
社
」
な
ど
が
あ
っ
て
、
木
城
町

は
こ
れ
ま
で
何
回
も
訪
れ
て
い
る
町
で
あ
る
。 

木
城
町
を
訪
れ
る
と
い
つ
も
、
か
つ
て
高
城
が
置

か
れ
て
い
て
今
は
城
を
模
し
た
メ
ロ
デ
ィ
時
計
台
が

建
て
ら
れ
て
い
る
城
山
公
園
に
登
っ
て
、
木
城
町
の

こ
じ
ん
ま
り
し
た
町
並
み
や
小
丸
川
の
流
れ
を
見
下

ろ
す
。
そ
し
て
帰
り
に
は
「
根
白
坂
古
戦
場
跡
」
に

立
ち
寄
る
の
で
あ
る
。 

木
城
町
の
南
隣
の
西
都
市
に
至
る
県
道
３
１
２

号
線
を
城
山
公
園
か
ら
２
㎞
ほ
ど
南
下
す
る
と
、
大

き
く
カ
ー
ブ
し
た
登
り
坂
が
あ
る
。
そ
の
坂
を
登
り

切
っ
た
と
こ
ろ
に
木
城
町
営
バ
ス
の
「
陣
の
内
」
バ

ス
停
が
あ
る
。
こ
の
辺
り
が
根
白
坂
古
戦
場
跡
で
あ

る
。「
陣
の
内
」
と
は
い
か
に
も
古
戦
場
ら
し
い
が
、

こ  

ゆ 

き 

じ
ょ
う 

お 

ま
る 

が
わ 

た
か
じ
ょ
う 
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今
は
バ
ス
停
横
に
説
明
板
が
立
っ
て
い
る
の
み
で
あ

る
。
車
を
降
り
て
、
こ
れ
ま
で
何
回
も
読
ん
で
い
る

説
明
板
を
、
あ
る
感
慨
を
も
っ
て
ま
た
読
み
直
す
。 

豊
臣
秀
吉
は
九
州
を
支
配
下
に
お
こ
う
と
し
た

と
き
、
島
津
氏
に
、
薩
摩
、
大
隅
、
日
向
の
三
州
と
、

肥
後
と
筑
後
の
半
分
を
く
れ
て
や
ろ
う
と
い
っ
た
が
、

島
津
側
は
そ
れ
を
一
笑
に
付
し
た
。
そ
の
と
き
島
津

義
久
、
義
弘
の
弟
、
い
わ
ゆ
る
島
津
三
兄
弟
の
末
弟
・

島
津
歳
久
だ
け
は
秀
吉
と
の
和
平
を
主
張
し
た
。
し

か
し
、
い
っ
た
ん
交
戦
と
な
る
と
、
今
度
は
徹
底
抗

戦
を
主
張
し
、
島
津
氏
が
秀
吉
に
降
伏
し
た
後
も
死

ぬ
ま
で
秀
吉
に
反
抗
を
続
け
た
。 

九
州
征
伐
か
ら
５
年
後
の
天
正
２
０
年
（
１
５
９

２
年
）、秀
吉
の
歳
久
に
対
す
る
怒
り
は
頂
点
に
達
し
、

島
津
義
久
に
歳
久
討
伐
の
命
を
下
す
。
同
年
７
月
１

８
日
、歳
久
は
長
兄
義
久
の
追
討
を
受
け
竜
ヶ
水（
鹿

児
島
市
吉
野
町
）
に
自
害
し
て
果
て
た
。
享
年
五
十

六
。同
時
に
家
臣
２
７
名
が
後
を
追
っ
て
殉
死
し
た
。 

島
津
歳
久
は
、
自
害
す
る
ま
で
の
１
２
年
間
を
著

者
が
住
む
現
在
の
薩
摩
郡
さ
つ
ま
町
一
帯
（
当
時
の

祁
答
院
十
二
郷
一
万
八
千
石
）
を
治
め
た
領
主
だ
っ

た
。
領
内
を
良
く
治
め
、
ま
た
悲
運
の
智
将
だ
っ
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
地
元
に
お
け
る
歳
久
の
人
気
は
絶

大
だ
っ
た
。
今
も
現
存
す
る
史
跡
や
遺
跡
の
多
さ
が

そ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
地
元
で
は
別
名
を 

 

「
金
吾
さ
ぁ
」
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
、
歳
久
を
ま
つ

る
同
町
中
津
川
の
大
石
神
社
で
は
、
４
０
０
年
以
上

を
経
た
現
在
で
も
毎
年
九
月
、「
金
吾
さ
ぁ
踊
り
」
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
、
遺
徳
を
偲
ん
で
い
る
。 

歳
久
に
は
男
子
が
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
薩
州

島
津
家
（
薩
摩
出
水
）
か
ら
長
女
の
婿
養
子
と
し
て

島
津
忠
隣
を
迎
え
入
れ
た
。「
根
白
坂
の
戦
い
」
は
、

島
津
氏
が
秀
吉
に
敗
北
し
、
秀
吉
が
九
州
を
平
定
す

る
に
至
っ
た
九
州
天
下
分
け
目
の
戦
い
だ
っ
た
ば
か

り
か
、歳
久
は
こ
の
戦
い
で
忠
隣
を
失
う
の
で
あ
る
。

忠
隣
、
享
年
１
９
。
忠
隣
戦
死
の
三
ヶ
月
前
に
生
ま 

た
だ
ち
か 

・
・
・
・ 
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大城川合戦場跡 

木城町役場前から見上げる城山公園 
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城を模した城山公園のメロディ時計台 

小丸川（高城川）の流れと木城町の町並み 
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れ
た
ば
か
り
の
忠
隣
の
嫡
男
・
常
久
は
、
自
害
ま
で

の
５
年
間
を
祖
父
歳
久
の
も
と
で
養
育
さ
れ
た
。 

上
述
し
た
「
あ
る
感
慨
」
と
は
、
こ
う
し
た
史
実

に
巡
ら
す
思
い
の
こ
と
で
あ
る
。 

一
、
二
つ
の
九
州
天
下
分
け
目
の
戦
い 

木
城
町
は
、
明
治
の
町
村
制
施
行
に
よ
り
椎
木
村

と
高
城
村
が
合
併
し
て
発
足
し
た
合
成
地
名
で
あ
り
、

か
つ
て
こ
の
地
は
新
納
院
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
島
津

氏
４
代
当
主
・
島
津
忠
宗
の
四
男
の
島
津
時
久
が
南

北
朝
時
代
、
新
納
院
の
地
頭
と
な
っ
て
こ
の
地
に
入

り
、
高
城
を
築
い
て
新
納
氏
を
名
乗
っ
た
こ
と
に
、

こ
の
地
の
戦
国
時
代
の
歴
史
は
始
ま
っ
た
。 

高
城
は
、
北
側
、
東
側
、
南
側
が
絶
壁
で
、
西
側

の
み
が
平
地
に
つ
な
が
っ
て
い
る
標
高
６
０
ｍ
ほ
ど

の
台
地
の
縁
辺
に
建
て
ら
れ
た
山
城
で
あ
っ
た
。
台

地
の
西
側
に
は
７
つ
も
の
空
堀
が
設
け
ら
れ
て
い
て
、

二
度
の
大
き
な
戦
い
で
も
陥
落
し
な
か
っ
た
と
い
う

山
城
の
堅
固
さ
を
誇
っ
た
。 

高
城
の
あ
る
地
は
、
現
在
で
は
主
幹
道
路
で
あ
る

国
道
１
０
号
か
ら
奥
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
が
、
往

古
は
、
南
へ
は
薩
摩
に
、
北
へ
は
豊
後
（
大
分
）
に

通
ず
る
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
た
め
、
高
城
を
制
す

る
も
の
が
南
九
州
を
制
す
る
と
ま
で
言
わ
れ
、
以
後

こ
の
城
を
め
ぐ
っ
て
激
し
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

城
の
支
配
は
畠
山
氏
、
伊
東
氏
、
島
津
氏
、
秋
月
氏

と
入
れ
替
わ
り
、
一
国
一
城
令
で
廃
城
と
な
っ
た
。 

と
り
わ
け
大
き
な
戦
い
だ
っ
た
の
が
、
九
州
の
天

下
分
け
目
の
戦
い
と
な
っ
た
１
５
７
８
年
の
「
高
城

川
合
戦
」
と
そ
の
９
年
後
の
１
５
８
７
年
の
「
根
白

坂
の
戦
い
」
で
あ
る
。 

日
向
の
実
力
者
で
あ
っ
た
伊
東
氏
は
、
木
崎
原
の

戦
い
（
現
在
の
宮
崎
県
え
び
の
市
）
で
島
津
氏
に
大

敗
す
る
と
、
豊
後
（
現
在
の
大
分
）
の
大
友
氏
を
頼

っ
て
豊
後
へ
退
去
し
て
い
く
。
そ
こ
で
大
友
宗
麟
は

伊
東
氏
の
旧
領
を
回
復
し
自
ら
の
キ
リ
ス
ト
教
国
を

建
設
せ
ん
と
日
向
へ
侵
攻
を
開
始
す
る
。こ
れ
が「
高

に
い
ろ
い
ん 

に
い
ろ 

た
か
じ
ょ
う 
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城
川
合
戦
」
で
あ
る
。 

大
友
軍
は
、
高
城
の
東
に
位
置
す
る
台
地
に
５
つ

の
陣
を
設
け
、
総
勢
５
万
の
兵
で
、
高
城
を
攻
め
、

民
家
に
火
を
放
ち
、三
度
に
わ
た
っ
て
攻
撃
し
た
が
、

高
城
城
主
・
山
田
新
介
有
信
（
島
津
氏
の
家
臣
で
、

伊
東
氏
の
退
却
で
高
城
城
主
に
任
じ
ら
れ
た
）
は
、

島
津
義
久
の
援
も
あ
っ
て
、
盛
り
返
し
豊
後
勢
を
多

数
討
ち
取
っ
た
。 

そ
の
後
、
大
友
氏
は
、
援
軍
を
得
て
攻
撃
す
る
か

自
分
ら
の
み
で
攻
撃
す
る
か
軍
議
が
一
致
し
な
い
。

す
る
と
、
業
を
煮
や
し
た
田
北
鎮
周
が
味
方
を
鼓
舞

す
る
た
め
無
謀
に
も
島
津
軍
に
突
撃
す
る
。
そ
れ
に

釣
ら
れ
る
形
で
大
友
軍
が
出
撃
し
、
陣
形
が
伸
び
き

っ
た
と
こ
ろ
を
島
津
軍
に
突
か
れ
大
敗
し
た
。
島
津

軍
は
耳
川（
現
在
の
日
向
市
美
々
津
）ま
で
追
討
し
、

こ
の
間
の
草
原
は
豊
後
軍
の
死
骸
で
埋
め
尽
く
さ
れ

た
と
い
う
。
こ
の
た
め
、「
高
城
川
合
戦
」
は
「
耳
川

の
戦
い
」
と
も
言
わ
れ
る
。 

高
城
城
主
・
山
田
新
介
有
信
は
、
こ
の
戦
い
の
７

回
忌
に
あ
た
る
１
５
８
５
年
（
天
正
１
３
年
）
に
、

敵
味
方
の
区
別
な
く
戦
死
者
の
霊
を
慰
め
る
た
め
に

現
在
の
児
湯
郡
川
南
町
に
六
地
蔵
塔
を
建
立
し
た
。

こ
の
供
養
塔
は
、
現
在
は
「
宗
麟
原
供
養
塔
」
と
呼

ば
れ
て
い
る
。 

こ
の
戦
い
で
一
段
と
力
を
つ
け
た
島
津
氏
は
、
飛

ぶ
鳥
を
落
と
す
勢
い
で
九
州
全
域
を
攻
め
て
い
く
。

そ
れ
に
対
し
て
、
大
友
宗
麟
は
島
津
勢
が
豊
後
に
進

攻
す
る
に
及
ぶ
と
、
自
ら
大
坂
城
に
赴
き
豊
臣
秀
吉

に
救
援
を
求
め
る
。
天
下
統
一
を
目
論
む
秀
吉
は
、

宗
麟
の
要
請
を
受
諾
し
、
九
州
征
伐
に
乗
り
出
す
。 

９
年
後
、
高
城
を
舞
台
に
再
び
九
州
天
下
分
け
目

の
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が

「
根
白
坂
の
戦
い
」
で
あ
る
。 

二
、
根
白
坂
の
戦
い 

豊
臣
秀
吉
は
、
天
正
１
５
年
（
１
５
８
７
年
） 

 

１
月
に
九
州
征
伐
の
動
員
令
を
発
し
、
畿
内
や
中
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国
・
四
国
の
諸
大
名
に
よ
る
軍
を
九
州
に
送
り
出
し

た
。
３
月
上
旬
に
は
秀
吉
の
弟
・
豊
臣
秀
長
の
軍
勢

が
豊
前
小
倉
に
お
い
て
先
着
し
て
い
た
毛
利
輝
元
や

宇
喜
多
秀
家
、
宮
部
継
潤
ら
の
軍
勢
と
合
流
し
、
総

勢
１
０
万
に
な
っ
た
。 

秀
長
軍
は
、
３
月
２
９
日
に
は
日
向
北
部
の
要
衝

で
あ
る
日
向
松
尾
城
を
陥
落
さ
せ
、
日
向
南
部
へ
進

行
、
高
城
を
包
囲
し
た
。
高
城
は
堅
固
で
あ
っ
た
た

め
秀
長
軍
は
無
理
に
力
攻
め
を
せ
ず
、
城
を
何
重
に

も
包
囲
し
て
兵
糧
攻
め
と
し
、
加
え
て
島
津
軍
が
高

城
を
助
け
に
来
る
な
ら
必
ず
通
る
は
ず
の
根
白
坂
に

砦
を
構
築
し
、
こ
こ
を
要
塞
化
し
て
島
津
軍
を
迎
え

撃
つ
戦
略
を
取
っ
た
。 

根
白
坂
は
先
の
高
城
川
合
戦
に
お
い
て
、
島
津
義

久
が
一
軍
を
率
い
て
戦
況
を
見
下
ろ
す
場
所
に
し
た

格
好
の
高
台
で
あ
っ
た
。
秀
長
軍
は
高
城
川
合
戦
を

研
究
し
、
先
手
必
勝
で
ま
ず
こ
の
根
白
坂
を
押
さ
え

た
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
、
秀
吉
の
率
い
る
本
隊
は
、
３
月
２
９
日

に
豊
前
小
倉
に
着
陣
し
、４
月
１
０
日
に
は
筑
後
に
、

４
月
１
６
日
に
は
肥
後
隈
本（
熊
本
）に
進
軍
し
た
。 

島
津
義
久
は
九
州
西
側
か
ら
秀
吉
の
軍
勢
が
南

下
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
狼
狽
し
た
。
秀
長
の
軍

勢
に
備
え
る
た
め
に
薩
摩
・
大
隅
な
ど
の
軍
勢
の
大

半
を
日
向
都
於
郡
城（
西
都
市
）に
結
集
し
て
い
て
、

島
津
軍
は
九
州
西
側
の
守
備
が
手
薄
だ
っ
た
。 

局
面
の
打
破
を
迫
ら
れ
た
義
久
は
、
高
城
を
包
囲

す
る
秀
長
の
勢
に
決
戦
を
挑
み
、４
月
１
７
日
夜
半
、

根
白
坂
に
夜
襲
を
か
け
た
。
し
か
し
、
そ
れ
を
予
測

し
て
い
た
宮
部
継
潤
は
、
多
数
の
人
夫
を
使
い
、
深

さ
２
間
（
約
３
．
６
ｍ
）、
幅
３
間
（
約
５
．
４
ｍ
）

程
の
堀
を
設
け
、
堀
の
際
に
土
塁
を
盛
っ
て
、
２
間

ほ
ど
の
木
や
竹
の
柱
を
立
て
、
柵
を
作
り
、
さ
ら
に

そ
の
中
に
鉄
砲
隊
を
組
織
し
、
厳
重
な
体
制
で
待
ち

受
け
て
い
た
。 

島
津
軍
は
そ
の
柵
を
倒
す
べ
く
試
み
た
が
、
苦
戦 

と
の
こ
お
り
じ
ょ
う 
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根白坂（陣の内バス停と「根白坂の戦い」説明板） 

根白坂（陣の内バス停から西へ入ると、一帯は台地になっている） 
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（8万） 

（1,300） 

（1万） 

（３万 5千） 根白坂の戦いにおける布陣 

九州平定における豊臣軍の進行 

 

 

秀長軍（10万） 
毛利輝元・宇喜多秀家・ 
宮部継潤ら 

秀吉軍（10万以上） 
福島正則・池田輝政・ 
前田利家ら 
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を
強
い
ら
れ
突
破
で
き
ず
に
い
た
と
こ
ろ
へ
、
藤
堂

高
虎
と
戸
川
達
安
の
手
勢
ら
が
宮
部
継
潤
の
救
援
に

向
か
い
、
島
津
軍
を
翻
弄
。
さ
ら
に
小
早
川
・
黒
田

勢
が
挟
撃
を
仕
掛
け
た
た
め
、
島
津
軍
は
、
島
津
忠

隣
・
猿
渡
信
光
等
ほ
ぼ
全
員
が
討
死
し
完
敗
し
た
。 

義
久
・
義
弘
は
僅
か
な
手
勢
と
共
に
都
於
郡
城
に

退
却
し
た
。
根
白
坂
に
お
け
る
主
力
決
戦
に
完
敗
し

た
島
津
氏
は
軍
を
立
て
直
す
暇
も
な
く
、
島
津
義
久

は
戦
意
を
失
い
、
剃
髪
し
て
龍
伯
と
号
し
た
上
で 

５
月
８
日
、
泰
平
寺
（
現
在
の
鹿
児
島
県
薩
摩
川
内

市
）
で
秀
吉
に
謁
見
し
て
降
伏
し
た
。 

高
城
は
、
こ
の
時
に
な
っ
て
も
陥
落
せ
ず
に
抵
抗

を
続
け
て
い
た
が
、
義
久
の
説
得
に
よ
り
、
城
主
・

山
田
新
介
有
信
は
開
城
し
、
九
州
内
に
お
け
る
天
下

分
け
目
の
戦
い
は
よ
う
や
く
終
結
し
た
。 

三
、
島
津
忠
隣 

永
禄
１
２
年
（
１
５
６
９
年
）、
島
津
氏
の
分
家
・

薩
州
家
６
代
当
主
・
島
津
義
虎
と
御
平
（
島
津
義
久

の
長
女
）
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
１
５
歳
の
天

正
１
２
年
（
１
５
８
４
年
）、
男
子
の
い
な
か
っ
た
大

叔
父
・
島
津
歳
久
の
養
嗣
子
と
な
り
、
歳
久
の
長
女

を
室
と
し
た
。 

天
正
１
４
年
（
１
５
８
６
年
）、
叛
乱
し
た
筑
紫

広
門
（
現
在
の
佐
賀
県
鳥
栖
市
）
征
伐
の
副
将
に
任

じ
ら
れ
初
陣
を
果
た
し
た
が
、
１
７
歳
と
若
年
で
あ

っ
た
た
め
二
人
の
武
将
を
付
け
ら
れ
た
と
い
う
。
同

年
、
岩
屋
城
（
福
岡
県
太
宰
府
市
）
の
戦
い
に
も
参

加
し
て
軍
功
を
上
げ
た
。 

天
正
１
５
年
（
１
５
８
７
年
）
４
月
１
７
日
の
根

白
坂
の
夜
襲
で
鉄
砲
傷
を
被
っ
た
忠
隣
は
、
出
血
は

な
は
だ
し
く
家
臣
・
鎌
田
囚
獄
左
衛
門
政
金
に
水
を

所
望
し
た
。し
か
し
水
が
ど
こ
に
も
な
か
っ
た
た
め
、

囚
獄
左
衛
門
が
傍
ら
に
あ
っ
た
青
梅
を
引
き
千
切
っ

て
含
ま
せ
て
や
る
と
、
忠
隣
は
満
足
し
た
よ
う
に
絶

命
し
た
と
い
う
。
享
年
１
９
。
家
臣
ら
は
遺
体
を
盾

板
に
載
せ
て
退
却
し
た
。 

た
だ
ち
か 
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四
、
歳
久
自
害
の
後 

～ 

日
置
島
津
家
の
成
立 

天
正
２
０
年
（
１
５
９
２
年
）
７
月
１
８
日
に
島

津
歳
久
が
竜
ヶ
水
に
お
い
て
自
害
し
た
と
の
悲
報
が

宮
之
城
に
届
く
と
、
歳
久
夫
人
、
忠
隣
夫
人
、
忠
隣

の
嫡
男
常
久
（
当
時
６
歳
）
を
は
じ
め
、
家
臣
一
同

は
、
処
分
を
不
服
と
し
て
た
だ
ち
に
祁
答
院
虎
居
城

（
現
鹿
児
島
県
さ
つ
ま
町
宮
之
城
屋
地
）
に
立
て
籠

っ
た
。
こ
の
籠
城
を
怒
っ
た
島
津
義
久
は
、
宮
之
城

の
大
窓
寺
の
和
尚
宛
に
書
簡
を
送
り
、
直
ち
に
下
城

す
る
よ
う
に
促
し
た
。 

一
ヶ
月
の
籠
城
の
末
、
常
久
成
人
の
際
に
旧
領
を

回
復
す
る
と
の
条
件
で
籠
城
を
と
い
た
常
久
親
子
と

祖
母
、
家
臣
は
、
義
久
の
命
を
受
け
た
入
来
院
１
５

代
重
時
が
宮
之
城
に
赴
き
一
行
を
連
れ
て
入
来
城
に

移
る
こ
と
に
な
っ
た
（
島
津
歳
久
の
母
は
入
来
院
１

１
代
入
来
院
重
聡
の
娘
・
雪
窓
夫
人
で
あ
っ
た
）。 

さ
ら
に
１
０
月
、
細
川
幽
斎
に
よ
っ
て
、
入
来
の

堂
の
原
（
現
在
の
薩
摩
川
内
市
樋
脇
町
塔
之
原
） 

 

３
０
０
石
を
知
行
さ
れ
た
。
こ
の
３
０
０
石
は
堪
忍

料
（
生
活
を
維
持
し
て
い
く
費
用
）
と
さ
れ
、
２
年

後
の
文
禄
４
年
（
１
５
９
５
年
）
の
所
替
え
に
よ
っ

て
常
久
は
日
置
、
山
田
、
神
之
川
（
現
在
の
日
置
市

日
吉
町
日
置
、
山
田
、
神
之
川
）
３
６
０
０
石
を
知

行
さ
れ
た
。
祖
父
の
島
津
歳
久
を
初
代
当
主
、
父
の

忠
隣
を
第
２
代
当
主
、
常
久
を
第
３
代
当
主
と
し
て

日
置
島
津
家
が
成
立
し
た
。 

（
元
九
州
職
業
能
力
開
発
大
学
校
教
授
） 

 

【
参
考
に
し
た
サ
イ
ト
及
び
図
書
】 

（
１
）
根
白
坂
の
戦
い 

― 

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア 

（
２
）
島
津
忠
隣 

― 

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア 

 

（
３
）
神
園
清
秀
『
悦
窓
（
歳
久
公
室
）・
蓮
秀
（
忠

隣
公
室
）
並
び
に
袈
裟
菊
丸
（
常
久
）
の
宮

之
城
籠
城
』（
島
津
金
吾
歳
久
公
四
百
年
祭
志
、

平
成
７
年
１
１
月
発
行
） 


